
最近は一時のように院内感染につい

てセンセーショナルではなくなった

ようですが、それだけにむしろ恐ろしいよ

うな気がしています。特に医療現場にいる

歯科医師やスタッフは不特定の患者さんと

器具を通じての接触やうっかりミスからの

感染など、常に危険に晒されています。

歯科用ユニットについてもインスツルメ

ントの取上げや置き戻しのとき、気をつけ

ないとハンドピースに装着されたままのバ

ーで自分の手を傷付けることもあると思い

ます。

そこで、このような危険から身を守るた

めにも、できるだけ安全なユニットを使い

たいと思います。どこに気をつけて選べば

よいのでしょうか。

グローブをはめて治療するようにな

ったので安全と思いがちですが、ハ

イスピード切削用のバーは簡単にグローブ

のゴムを貫通しますから油断できません。

また、グローブを着用していますと素手

とは異なりやはりインスツルメントが取り

扱いにくくなるので、この点も注意を要し

ます。

それでは安全なインスツルメント、ある

いは、そのインスツルメントの配置とはど

んなところに注目すればよいのかみてみま

しょう。

このチェックは目を閉じた状態で行いま

す。目を閉じることによって、平衡感覚や

筋肉の感覚、触覚が鋭敏に働いて、正確に

評価することができます。

人間にとって目からの情報は大変多くを

占め、目を開けた状態では視覚による影響

が大きくてときに他の感覚を妨げることに

なります。

診療に使うミラーやエキスプローラーな

どハンドインスツルメントは多種類になり

ます。術者の右手はこれらのハンドインス

ツルメントを順不同にすばやく取上げ、患
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者口腔にもってこなければなりません。

こんなときバーをつけたまま放置したハ

ンドピースの先端にうっかり手指が触れ、

傷付けることが起こります。

ではインスツルメントをどのように配置

すれば、この危険を避けることができるで

しょうか。

このテストはまず、患者口腔の方を向い

てオペーレーティングスツールに腰を下ろ

し、目を閉じてグリップしたハンドピース

を口腔から置き場所に持って行く動作を行

います。

患者口腔の左側、右側、前方とあらゆる

方向を試して下さい。右利きの術者はほと

んどが患者口腔の右側が自然であると感じ

られるでしょう。

次に高さですが、患者口腔より上、下ど

ちらが自然な範囲になるでしょう。

上は不自然であることはすぐ感じられる

でしょう。患者口腔から下方、ほぼ肘の高

さまでの範囲が自然であると感じられるで

しょう。ですから、右利きの術者がごく自

然にハンドピースを取上げたり置き戻すこ

とができるエリアとしては、患者口腔の右

側で患者口腔から術者の肘の高さまでの範

囲になることがわかります。
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次に、これが安全性の面で最も大切なと

ころで、一般には見逃されがちな点ですが、

インスツルメントが置かれた方向です。先

ほどの目を閉じたテストでハンドピースを

患者口腔から静かに置き場所までもってき

ます。このときの手の形はどうなっていま

すか、ハンドピースヘッドはどちらを向い

ていますか、確認して下さい。術者の正中

面に対してどんな角度になっていますか。

ハンドピースの長軸は約60度の角度になっ

ていませんか。

このときのハンドピースヘッドはどちら

を向いているでしょう。自分の体の方でな

く左前方を指していると思います。もし、

自分の体の方を向いていたら取上げるとき

も置き戻すときも、手首をひねるか肘を不

自然に上げなければなりません。

このような不自然な動きは再現性に乏し

く、ハンガー（ホルダー）をみながらでな

いと隣のハンドピースに手をぶつけかねま

せん。急いでいるときは特に危険です。ま

た、ハンドピースヘッドが上を向いた状態

で保持され、インスツルメントトレーの面

よりもヘッドが上に出ていれば、トレー上

の器材を取るときにハンドピースに手指が

触れる心配があります。そうでなくても、

いちいち見ながら注意深く手を動かさなけ

ればなりません。いずれにしても、このよ

うな配慮にかけているユニットは安全性の

面からも好ましいとは言えないでしょう。

このように、安全性をテストするには目

を閉じてパントマイムの動きをしてみるこ

とが確実な方法です。視覚に頼ったり、と

らわれ過ぎては重要なことを見落とすこと

になりますから、気をつけてください。

人に優しい診療環境を探すために、平衡

感覚や筋肉感覚を上手に使って、ご自分で

安全性を確認いただける診療環境設定のコ

ースが定期的に開催されています。詳しい

情報をご自分のものにされるためにも、この

コースに参加されることをお勧めします。

※「ハイスキルのためのSAT V0,1,2,3コース」

主催：世界pdヘルスケアーソサエティー

吹田市江坂町1丁目23-28 江坂南口ビル4F

TEL.（06）6330-3033

※「21世紀対応の診療と環境」

※「パワーアップセミナー」

主催：（株）モリタ

東京都台東区上野2丁目11-15

TEL.（03）3836-6161

吹田市垂水町3丁目33-18

TEL.（06）6380-2525
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